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結晶塑性解析による種々の変形を受けたアルミニウム合金板の応力－ひずみ曲線の予測

背景 実験・解析結果

実験・解析方法
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実験結果 結晶塑性解析

反転負荷

直交負荷
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実験結果

背応力を考慮することによってバウシンガー効果を予測

反転負荷するひずみと応力低下量の依存関係は予測できない

潜在硬化を考慮することによって再降伏応力の上昇を予測
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結晶塑性解析

再降伏した後の流動応力は予測できない
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多段プレスの複雑な変形を成形シミュレーションで精度良く予測するため
には，バウシンガー効果や交差効果を再現できる構成則が必要になる．
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Armstrong-Frederic型の背応力𝜏 の発展則

予ひずみ：
0.10, 0.15

反転負荷するせん断ひずみ ：
0.05, 0.11, 0.17, 0.22, 0.28, 0.34

硬化係数行列ℎ

𝑔 ℎ 𝛾

結晶塑性解析

堆積転位から受ける逆応力を表現

すべり抵抗の発展則

𝑞 1活動すべり系が共面にある
𝑞 1活動すべり系が共面にない 𝑞 1.4 林立転位を表現
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